

添　付　書　類





印





５　工事用の機会又は資材等は、交通の支障とならない場所に置き、その管理に留意すること。





　　　　　　　　　　様





工事施工者　住所





連絡先





氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞





記





平成　　　　年　　　　月　　　　日





道路通行禁止（制限）について








貴市の道路を下記のとおり通行禁止（制限）したいので承認していた





だきたく申請したします。





１．　路　線　名　　　市　道　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　線





２．　場　　　所　　　中津川市　　　　　　　字　　　　　　　地内（別添見取図参照）





３．　期　　　間　　　自　平成　　　　年　　　　月　　　　　日





至　平成　　　　年　　　　月　　　　　日





４．　理　　　由





５．　工事種別　　　①公共（国・県・市）担当部署





６．　通行車両に対する措置





規制内容‥‥‥徐行・片側交互通行・車両通行止





規制時間‥‥‥昼間・夜間・終日（　　　：　　　から　　　：　　　まで）





迂回路‥‥‥有・無　路線名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）





７．　工事現場監督責任者氏名





８．　通行の禁止又は制限を標示する道路標識等の種別及び数量並びに設





置場所　　別添図面に記載のとおり





第　　　　　　号





上記申請は下記条件により承認する





平成　　　　年　　　　月　　　　日





　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　許可書の写し





１．　位置図　２．　現場付近の見取図及び迂回路図　３．　設置する道路標識等　４．　道路交通法第77条





９　上記の許可条件を遵守しなかった場合は工事の中止をすることがある。





８　工事終了後は埋戻しを充分に行い路面の落差等交通の危険、または支障のないようにすること。





７　工事は、道路の交通に著しく支障を及ぼさない時期及び時間に施工すること。特に道路を横断し





６　道路の構造若しくは交通に支障を及ぼし、又は公衆に迷惑をかけないように必要な措置を講ずる





４　工事区域内においては、必要に応じ危険防止その他適宜な措置を講ずること。





３　工事区間において交互通行を必要とするときは、両端に交通整理員を配備すること。





２　工事現場における標示施設及び防護施設は、所定の位置に整然と設置し、修繕、塗装、清掃等の
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日間





②民間





時間に施工すること。





て掘削する工事その他道路の交通をしゃ断する工事については、交通量の最も少ない時期及び





こと。





維持を行うこと。





省令第3号）に定めるものを用いること。





１　標識は、すべて「道路標識、区画線及び道路標示に関する命令」（昭和35年12月17日総理府建設





条件








